Basic Features of Private Pensions in America (2) by 川元 英二 & Kawamoto Eizi
米国私営退職年金制度の基本的諸事項（二）
その他のタイトル Basic Features of Private Pensions in America
(2)
著者 川元 英二
雑誌名 關西大學商學論集
巻 3
号 5
ページ 425-445
発行年 1958-12-30
URL http://hdl.handle.net/10112/00021785
-425 
ー
米
国
私
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
口
（
川
元
）
米
国
私
営
退
職
年
金
制
度
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本
的
諸
事
項
妥
当
な
年
金
額
水
準
年
金
制
度
の
底
流
に
あ
る
主
な
目
的
は
、
雇
主
が
老
朽
被
用
者
を
道
義
的
に
ま
た
社
会
的
に
是
認
さ
れ
得
る
よ
う
な
方
法
で
、
給
料
簿
か
ら
除
去
で
き
る
よ
う
に
す
る
に
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
目
的
達
成
へ
の
方
法
の
基
盤
に
な
る
も
の
は
、
O
A
S
I
年
金
額
と
合
せ
、
退
職
労
働
者
と
そ
の
被
扶
養
者
に
相
当
の
生
活
を
な
し
得
る
よ
う
、
充
分
大
き
い
所
得
を
継
続
し
て
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
被
用
者
の
生
活
水
準
は
大
体
勤
務
の
最
後
の
支
給
金
に
応
じ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
年
金
額
は
こ
の
支
給
金
に
合
理
的
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
理
想
的
に
は
退
職
時
の
賃
金
俸
給
の
相
当
充
分
な
部
分
が
継
続
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
実
際
上
は
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
っ
て
、
被
用
者
が
勤
務
の
全
期
間
中
或
い
は
そ
の
或
る
期
間
中
に
得
て
い
た
賃
金
に
対
し
、
或
る
程
度
合
理
的
な
関
係
に
あ
る
年
金
額
を
与
え
る
こ
と
が
む
し
ろ
目
標
に
な
っ
て
い
る
。
合
理
的
と
い
う
観
念
は
明
ら
か
に
主
観
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
年
金
の
技
術
家
に
よ
り
そ
の
適
当
な
金
額
は
O
A
S
I
年
金
を
含
め
、
退
職
前
五
~
1
0
②
 
年
間
の
平
均
所
得
の
％
ー
½
と
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
来
て
い
る
。
し
か
し
個
々
の
場
合
に
よ
り
、
退
職
が
満
足
に
行
わ
れ
る
た
め
に
年
金
額(1)
（二）
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年
所
得
三
0
0
0ド
ル
、
年
令
三
0
オ
の
被
用
者
の
終
身
年
金
額
（
六
五
オ
開
始
）
を
み
る
に
そ
の
所
得
の
一
〇
彩
、
す
な
わ
ち
三
③
 
0
0ド
ル
の
負
担
金
に
対
し
購
入
さ
れ
る
年
金
額
は
一
カ
年
七
八
・
九
五
ド
ル
（
保
証
期
間
な
し
）
と
な
る
。
同
じ
く
ー
―
1
0
0ド
ル
の
負
担
金
に
対
し
、
三
一
オ
で
は
年
金
額
は
七
六
・
三
一
ド
ル
、
四
0
オ
で
は
五
九
・
七
六
ド
ル
と
減
少
し
て
ゆ
く
。
す
な
わ
ち
一
般
的
に
同
一
負
担
金
額
で
購
入
さ
れ
る
年
金
額
は
、
購
入
年
令
の
進
む
と
と
も
に
減
少
す
る
。
ま
た
同
―
一
時
払
保
険
料
に
よ
り
購
入
さ
れ
た
据
置
年
金
額
は
性
・
到
達
年
令
お
よ
び
標
準
退
職
年
令
に
よ
っ
て
差
異
を
生
ず
る
。
前
掲
の
例
の
場
合
年
令
の
進
む
と
と
も
に
、
普
通
も
ち
ろ
ん
所
得
も
増
加
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
年
令
の
増
加
に
よ
る
上
記
の
影
響
を
或
る
程
度
緩
和
す
る
。
或
る
団
体
で
の
負
担
金
建
方
式
制
度
の
負
担
金
は
、
給
料
名
簿
の
数
字
（
所
得
最
高
限
で
調
整
）
に
所
定
の
率
を
乗
じ
て
得
る
。
負
担
金
建
で
は
負
担
金
が
容
易
に
分
る
の
で
、
こ
れ
に
充
当
す
る
資
金
を
注
意
深
く
予
算
に
よ
り
支
出
し
、
年
金
制
度
へ
の
支
出
額
を
予
知
す
る
必
要
の
あ
る
会
社
に
、
同
方
式
は
好
都
合
で
あ
る
。
同
方
式
は
公
的
退
職
制
度
や
非
営
利
施
設
（
大
学
・
病
院
・
慈
善
機
関
等
）
五
0
0ド
ル
と
種
々
あ
る
が
、
1
0
0
0
0ド
ル
と
い
う
も
の
さ
え
あ
る
。
年
金
額
決
定
方
式
退
職
年
金
制
度
の
年
金
額
決
定
方
式
は
二
種
類
に
大
別
で
き
る
。
負
担
金
建
方
式
と
年
金
建
方
式
と
で
あ
る
。
負
担
金
建
方
式
(
m
o
n
e
y
p
u
r
c
h
a咎
plan)
負
担
金
建
方
式
で
は
麗
主
（
醸
出
制
の
と
き
は
被
用
者
と
も
）
の
負
担
金
が
先
ず
定
め
ら
れ
、
年
金
額
は
そ
の
結
果
と
し
て
定
ま
る
方
法
で
あ
る
。
或
る
特
定
の
被
用
者
の
た
め
の
毎
年
の
負
担
金
は
、
普
通
そ
の
被
用
者
の
所
得
に
全
被
用
者
均
一
の
或
る
率
を
掛
け
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
率
は
普
通
一
〇
彩
以
上
一
五
彩
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
大
多
数
の
負
担
金
建
方
式
は
麗
主
が
被
用
者
と
同
額
、
時
に
は
被
用
者
の
或
る
倍
数
を
払
込
む
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
典
型
的
な
制
度
で
は
麗
主
被
用
者
と
も
五
％
で
あ
る
。
同
上
率
の
掛
け
ら
れ
る
所
得
に
は
最
高
限
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
に
は
五
0
0
0ド
ル
或
い
は
七
A 2
 
は
五
0
彩
以
上
に
増
す
必
要
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
米
国
菰
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
口
（
川
元
）
上27
て
決
定
し
、
負
担
金
は
そ
れ
に
よ
っ
て
定
ま
る
方
法
で
あ
る
。
同
方
法
を
細
か
に
み
る
と
き
頗
る
幣
し
い
種
類
が
あ
る
。
五
0
年
に
設
定
さ
れ
た
三
四
六
の
団
体
年
金
に
対
す
る
連
邦
保
障
庁
の
研
究
で
一
六
六
の
相
異
な
る
年
金
額
建
種
類
が
あ
っ
た
。
B
 
米
国
弘
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
口
（
川
元
）
の
後
年
金
建
方
式
に
変
更
さ
れ
て
来
て
い
る
。
式
年
金
の
場
合
保
険
会
社
が
、
一
九
四
六
i
で
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
同
方
式
は
産
業
会
社
で
、
被
用
者
の
自
発
的
醸
出
に
基
づ
く
年
金
額
建
方
式
（
次
項
詳
述
）
と
と
も
負
担
金
建
方
式
は
複
利
の
作
用
に
よ
り
比
較
的
よ
り
大
き
い
ウ
ェ
ー
ト
が
、
勤
務
期
間
後
半
に
お
け
る
高
給
料
に
基
づ
く
負
担
金
に
対
す
る
よ
り
も
、
前
半
の
低
給
料
へ
の
負
担
金
に
強
く
か
か
る
の
で
、
年
金
額
が
イ
ン
フ
レ
期
に
特
に
不
足
す
る
も
の
と
な
り
、
被
用
者
の
立
場
か
ら
取
り
わ
け
望
ま
し
く
な
い
点
が
あ
る
。
同
方
式
は
、
負
担
金
が
低
年
令
の
被
用
者
に
適
当
な
大
き
さ
で
あ
る
場
合
、
す
な
わ
ち
所
得
へ
の
割
合
が
少
な
く
三
五
ヵ
年
或
い
は
四
〇
カ
年
加
入
し
勤
務
の
各
年
に
付
年
金
を
購
い
適
当
な
退
職
年
金
額
と
な
る
よ
う
な
割
合
の
場
合
、
老
令
の
加
入
者
に
不
適
当
な
年
金
額
を
生
む
も
の
で
あ
る
。
同
方
式
は
年
金
額
の
計
算
や
表
示
も
容
易
で
な
い
。
な
お
雇
主
が
負
担
金
建
を
択
ぶ
と
き
、
普
通
雇
主
負
担
金
を
加
入
者
の
所
得
の
一
定
割
合
と
し
て
氷
結
す
る
こ
と
を
望
む
が
、
被
保
険
一
定
の
所
得
に
対
す
る
一
定
割
合
で
あ
る
負
担
金
が
以
前
よ
り
少
な
い
年
金
し
か
買
え
ぬ
事
態
に
な
る
と
き
、
保
険
料
率
を
増
加
す
る
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
も
し
も
一
雇
主
の
負
担
金
が
増
加
さ
れ
な
い
な
ら
ば
被
用
者
は
頗
る
困
却
す
る
こ
と
に
な
る
。
団
体
年
金
の
保
険
料
率
は
平
均
寿
命
の
増
加
と
利
率
の
低
下
に
よ
り
過
去
に
お
い
て
著
し
く
昂
騰
し
、
囚
五
年
前
に
適
当
と
考
え
ら
れ
た
率
で
の
年
金
額
も
い
ま
や
不
充
分
に
な
っ
て
い
る
。
負
担
金
建
方
式
は
産
業
会
社
に
は
あ
ま
り
広
く
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
も
と
同
方
式
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
多
数
の
制
度
も
そ
年
金
額
建
方
式
(definite
benefit plan; unit benefit plan)
年
金
額
建
方
式
は
そ
の
年
金
額
が
予
め
或
る
基
準
に
よ
っ
に
、
補
助
的
な
年
金
を
与
え
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。
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の
大
多
数
が
採
用
し
て
い
る
方
法
で
、
厩
用
の
全
期
間
の
平
均
年
所
得
を
基
礎
に
用
い
、
年
金
額
を
こ
の
平
均
年
所
得
の
或
る
割
合
に
算
入
勤
務
年
数
を
掛
け
た
も
の
と
規
定
し
て
い
る
。
平
均
年
所
得
に
掛
け
る
率
は
0
•
五
i
-
―
•
五
形
ま
で
で
一
形
が
多
い
。
な
お
全
期
間
平
均
年
所
得
に
或
る
割
合
を
か
け
、
そ
れ
に
勤
務
年
数
を
か
け
た
年
金
額
は
、
毎
年
の
給
料
の
或
る
割
合
の
年
金
額
を
全
期
間
に
わ
た
り
合
計
し
た
総
額
と
結
果
に
お
い
て
等
し
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
毎
年
購
入
す
る
年
金
額
が
確
定
す
る
の
で
、
そ
れ
に
対
す
る
負
切
全
期
間
平
均
型
(
c
a
r
e
e
r
a
v
e
r
a
g
e
 
s
a
l
a
r
y
,
s
e
r
v
i
c
e
 
t
y
p
e
)
 
こ
れ
は
年
金
額
を
所
得
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
い
る
制
度
間
に
基
、
つ
く
べ
き
か
が
問
題
で
あ
る
。
B
a
n
k
e
r
s
 T
r
u
s
t
 C
o
.
の
最
近
の
研
究
で
一
種
の
年
金
額
建
で
あ
る
団
体
協
約
型
年
金
制
度
九
七
の
う
ち
に
細
別
種
類
二
四
あ
る
こ
と
が
見
出
さ
れ
た
。
ま
た
同
じ
く
年
金
額
建
の
慣
習
型
制
度
ニ
―
七
は
事
実
上
全
部
相
異
な
る
も
同
然
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
年
式
は
、
頗
る
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
方
式
の
長
所
は
被
用
者
の
以
前
の
生
活
標
準
に
関
係
あ
る
年
金
額
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
方
式
の
盛
ん
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
短
期
勤
務
の
被
用
者
に
は
少
額
と
な
る
け
れ
ど
も
、
長
期
勤
務
の
被
用
者
に
は
退
職
に
際
し
て
よ
り
多
額
の
年
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
根
本
的
に
正
し
い
も
の
と
広
く
思
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
年
金
額
決
定
方
式
に
は
所
得
お
よ
び
勤
務
の
定
義
を
注
意
深
く
定
め
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
所
得
と
見
倣
す
べ
き
諸
項
目
に
つ
い
て
明
確
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
時
間
外
勤
務
手
当
・
休
日
手
当
・
疾
病
手
当
・
賞
与
金
・
手
数
料
等
の
除
外
或
い
ほ
包
含
に
つ
い
て
明
記
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
年
金
額
決
定
方
式
の
見
地
か
ら
最
も
重
要
な
の
は
、
所
得
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
期
間
の
定
義
範
囲
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
年
金
額
が
全
期
間
の
所
得
に
基
づ
く
べ
き
か
、
扉
用
の
最
後
の
五
年
或
い
は
一
0
年
と
い
う
択
ば
れ
た
期
⑮
所
得
お
よ
び
勤
務
年
数
両
者
に
関
係
あ
る
年
金
額
建
方
式
退
職
に
際
し
支
給
の
年
金
額
が
所
得
と
勤
務
年
数
双
方
に
基
づ
く
方
金
額
建
方
式
は
大
別
す
れ
ば
次
の
四
種
に
分
け
得
る
。
米
国
庶
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
口
（
川
元
）
四
.429 
米
国
武
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
口
（
川
元
）
得
スラ
所
ク
第 3表 給料クラス別年金額建方式の一例
（将来の勤務に対するもの）
勤務各一年に対し
毎年収の年金額
12ドル
17 
22 
27 
32 
37 
42 
52 
62 
年所得
1
2
3
4
5
6
7
8
9
 
14-50ドル未満
1450 ~ 1949 
1950 ~ 2449 
2450 ~ 2949 
2950～ 四9
3450 ~ 3949 
3950 ~ 4449 
細 0~ 4949 
4950 ~ 5449 
クラス(9)を超える各クラスは 500ドル増す毎に
10ドルを加う。
K. Black: ibid., p. 66 
間
の
こ
の
よ
う
な
毎
年
の
年
金
額
の
合
計
で
あ
る
。
額
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
五
0
ド
ル
で
あ
り
、
購
入
の
年
金
額
は
二
七
ド
ル
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
被
用
者
担
金
も
毎
年
決
定
す
る
。
そ
し
て
各
被
用
者
の
こ
の
毎
年
の
給
料
に
或
る
割
合
を
か
け
て
得
た
年
金
額
は
、
被
保
険
式
で
あ
る
団
体
年
金
で
は
据
置
年
金
の
形
で
毎
年
保
険
会
社
か
ら
購
入
さ
れ
る
。
そ
し
て
各
被
用
者
の
退
職
以
後
の
所
得
は
、
そ
の
認
め
ら
れ
た
勤
務
期
所
得
を
そ
の
水
準
に
よ
っ
て
四
ク
ラ
ス
に
分
け
、
各
ク
ラ
ス
に
相
異
な
る
率
を
用
い
る
こ
と
も
あ
る
。
多
数
の
場
合
に
O
A
S
I
に6
 
お
け
る
所
得
ベ
ー
ス
最
高
限
四
二
0
0ド
ル
ま
で
の
金
額
に
或
る
率
を
用
い
、
こ
れ
を
超
え
る
所
得
に
他
の
率
（
普
通
前
者
の
二
倍
y
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
通
常
過
去
の
勤
務
と
将
来
の
そ
れ
と
に
区
別
さ
れ
、
前
者
に
は
よ
り
低
い
率
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。
管
理
事
務
簡
単
化
の
た
め
に
、
賃
金
或
い
は
所
得
に
應
々
ク
ラ
ス
が
設
け
ら
れ
、
方
式
に
各
ク
ラ
ス
の
年
所
得
中
央
値
の
う
ち
四
二
0
0ド
ル
ま
で
の
も
の
に
対
し
て
は
、
こ
れ
に
一
彩
を
掛
け
た
金
額
が
な
り
、
同
金
額
を
超
え
た
ク
ラ
ス
の
所
得
中
央
値
に
対
し
て
は
超
過
分
に
二
形
を
掛
け
た
金
額
が
な
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
年
所
得
二
五
0
0ド
ル
の
被
用
者
は
ク
ラ
ス
④
に
入
り
、
そ
の
中
央
値
は
二
七
〇
の
所
得
が
ク
ラ
ス
④
二
四
五
O
~二
九
四
九
ド
ル
に
あ
る
限
り
、
同
様
の
年
金
全
期
間
平
均
所
得
型
は
或
る
被
用
者
の
退
職
前
に
イ
ン
フ
レ
が
起
る
と
き
、
第
3
表
は
将
来
の
勤
務
に
対
す
る
方
式
の
一
例
で
毎
年
購
入
の
年
金
額
に
は
、
お
け
る
率
は
そ
の
各
ク
ラ
ス
の
中
央
値
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
。
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用
さ
れ
、
こ
の
有
利
性
が
失
わ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
イ
ン
フ
レ
は
と
に
か
く
そ
の
年
金
開
始
前
に
蓄
え
た
金
額
の
価
値
を
減
少
す
る
。
も
っ
と
も
そ
の
程
度
は
所
得
の
イ
ン
フ
レ
物
価
水
準
を
反
映
し
た
程
度
に
よ
り
、
ま
た
こ
れ
を
反
映
し
た
期
間
の
長
さ
等
々
に
よ
り
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
制
度
で
は
そ
の
特
別
⑧
 
な
経
験
と
資
格
の
た
め
高
年
令
で
雇
用
さ
れ
た
有
能
の
士
に
適
当
な
年
金
額
が
与
え
ら
れ
ぬ
欠
点
を
持
っ
て
い
る
。
最
終
平
均
型
（
巴
nal
p
a
y
 a
v
e
r
a
g
e
 type) 
退
職
前
過
去
五
年
或
い
は
一
0
年
間
の
平
均
所
得
に
基
づ
く
最
終
乎
均
型
は
増
加
し
て
来
て
い
る
。
事
実
上
米
国
の
初
期
に
お
け
る
重
要
な
制
度
、
例
え
ば
石
油
工
業
・
ベ
ル
・
ベ
ス
レ
ヘ
ム
鋼
鉄
・
国
際
刈
入
機
の
一
九
三
0
年
代
の
不
況
は
全
期
間
乎
均
型
へ
の
移
動
を
促
し
、
こ
の
傾
向
は
第
一
九
四
五
年
以
来
の
イ
ン
フ
レ
は
こ
の
傾
向
を
く
つ
が
え
し
、
旧
い
型
へ
の
復
帰
を
促
し
て
い
る
。
常
態
で
は
最
終
平
均
型
は
全
期
間
平
均
型
よ
り
も
多
い
年
金
額
を
生
み
出
す
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
所
得
は
退
職
直
前
の
年
々
に
最
高
に
達
す
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
こ
の
型
で
は
雇
主
の
（
醸
出
制
で
は
被
用
者
も
と
も
に
）
払
う
負
担
金
は
年
々
の
そ
の
時
々
の
給
料
に
直
接
に
関
連
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
被
用
者
へ
の
年
金
額
は
上
記
の
よ
う
な
将
来
の
最
終
平
均
所
得
の
或
る
一
定
割
合
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
保
証
さ
れ
て
い
る
。
若
干
の
制
度
で
は
最
高
給
料
の
五
カ
年
の
平
均
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
最
終
平
均
型
は
産
業
お
よ
び
官
公
雇
用
に
広
く
見
出
さ
れ
る
最
も
重
要
な
制
度
の
―
つ
で
あ
る
。
な
お
最
終
平
均
型
が
前
述
の
よ
う
に
最
高
所
得
と
な
る
年
々
の
所
得
に
甚
づ
き
、
被
用
者
に
有
利
に
な
る
傾
向
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
最
近
所
得
に
乗
ず
べ
き
率
に
は
以
前
よ
り
低
い
も
の
が
採
最
終
乎
均
型
の
重
要
な
特
徴
は
価
格
水
準
の
変
動
そ
の
他
の
経
済
的
進
展
に
、
ン
フ
レ
期
に
賃
金
騰
貴
の
傾
向
が
あ
る
の
で
、
イ
ン
フ
レ
期
所
得
を
最
終
乎
均
型
に
用
い
ら
れ
た
被
用
者
は
、
明
ら
か
に
よ
り
大
き
い
年
金
額
を
受
け
る
。
そ
れ
で
最
終
平
均
型
は
イ
ン
フ
レ
に
対
し
て
或
る
程
度
防
禦
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
現
在
雇
主
は
被
用
者
お
二
次
世
界
大
戦
ま
で
続
い
た
が
、
よ
う
な
制
度
で
は
こ
の
最
終
乎
均
型
が
用
い
ら
れ
た
。
（口）
米
国
瓶
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
は
（
川
元
）
よ
り
よ
く
対
応
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
イ
ー... 
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米
国
私
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
口
（
川
元
）
れ
ど
も
年
金
権
利
の
付
与
さ
れ
る
年
金
額
を
決
定
す
る
こ
と
が
、
困
難
で
あ
る
欠
点
が
あ
る
。
制
度
設
定
前
の
過
去
の
勤
務
七
よ
び
労
働
組
合
に
こ
の
よ
う
な
方
法
を
採
用
す
る
よ
う
促
が
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
不
況
の
時
期
に
は
無
修
正
で
は
反
対
の
方
向
に
作
用
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
（
前
述
の
若
干
制
度
の
最
高
給
料
で
あ
る
五
ヵ
年
平
均
は
別
）
、
長
期
的
観
点
か
ら
い
え
ば
こ
の
方
式
は
、
米
国
の
物
価
と
賃
金
の
周
期
的
傾
向
に
よ
り
、
全
期
間
平
均
型
よ
り
も
多
額
の
年
金
を
生
み
出
す
で
あ
ろ
う
。
そ
の
物
価
と
賃
金
の
周
期
最
終
平
均
型
で
は
そ
の
据
置
年
金
に
利
用
さ
れ
る
に
際
し
、
全
期
間
平
均
型
と
は
違
い
、
毎
年
或
る
金
額
の
負
担
金
が
払
わ
れ
る
け
所
得
お
よ
び
勤
務
年
数
両
者
を
因
子
と
す
る
年
金
建
方
式
の
勤
務
年
数
に
つ
い
て
は
、
た
だ
「
継
続
的
勤
務
」
の
み
が
考
慮
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
れ
は
雇
用
日
か
ら
退
職
日
ま
で
の
期
間
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
年
金
規
定
に
は
継
続
的
勤
務
の
中
断
（
そ
れ
以
前
ol 
の
勤
務
年
数
は
計
算
か
ら
除
外
さ
れ
る
）
と
な
る
行
為
の
種
類
に
つ
い
て
規
定
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
雇
主
が
そ
の
事
業
の
初
期
に
退
職
年
金
制
度
を
設
置
す
る
の
は
頗
る
異
例
で
あ
り
、
普
通
退
職
の
問
題
が
注
意
さ
れ
る
に
至
る
の
は
相
当
年
数
を
経
て
、
多
数
の
被
用
者
が
退
職
年
令
に
近
づ
い
た
と
き
で
あ
る
。
そ
れ
で
同
制
度
が
設
定
さ
れ
た
と
き
そ
れ
が
妥
当
な
も
の
で
あ
る
た
め
に
は
、
過
去
の
勤
務
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
被
用
者
が
相
当
存
在
す
る
と
き
で
あ
る
。
こ
れ
等
老
令
の
被
用
者
は
し
ば
し
ば
雇
主
の
事
業
の
発
展
に
非
常
に
貢
献
し
た
人
々
で
あ
る
。
雇
主
は
こ
れ
に
認
識
を
与
え
る
こ
と
を
一
般
に
適
当
と
感
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
実
際
上
大
多
数
の
制
度
は
過
去
の
勤
務
に
若
干
の
認
識
を
与
え
て
お
り
、
過
去
の
勤
務
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
若
し
も
同
制
度
が
そ
の
実
際
設
定
前
に
実
施
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
各
被
用
者
が
獲
得
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
年
金
額
を
、
与
え
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
な
お
稀
な
場
合
を
除
い
て
過
去
の
勤
務
へ
の
年
金
は
無
醸
出
制
で
行
わ
れ
、
死
亡
お
よ
び
離
職
給
付
n
u
 
（
後
述
）
は
何
等
与
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
過
去
の
勤
務
に
全
面
的
考
慮
を
与
え
る
も
の
は
比
較
的
僅
少
で
、
大
多
数
の
制
度
は
種
々
の
四 的
傾
向
は
上
向
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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②
雇
用
の
最
初
の
数
年
間
、
例
え
ば
五
年
間
の
勤
務
形
の
制
限
を
付
し
て
い
る
。
最
も
普
通
の
形
は
次
の
も
の
を
除
外
し
た
制
度
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
前
に
な
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
勤
務
①
特
定
の
年
令
、
例
え
ば
三
0
オ
⑧
最
大
限
年
数
の
超
過
部
分
、
例
え
ば
一
〇
年
・
一
五
年
・
ニ
0
年
或
い
は
二
五
年
を
超
え
た
す
べ
て
の
勤
務
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
①
と
②
の
合
し
た
も
の
の
除
外
（
三
0
オ
前
且
つ
麗
用
最
初
の
五
年
間
の
あ
ら
ゆ
る
勤
務
除
外
）
も
あ
る
。
①
或
い
は
②
或
い
は
そ
の
合
し
た
も
の
の
除
外
は
、
古
い
被
用
者
の
過
去
の
勤
務
を
新
被
用
者
の
将
来
の
勤
務
と
同
じ
基
礎
の
上
に
お
く
目
的
を
一
般
的
に
持
っ
て
い
る
。
ま
た
①
で
コ
ス
ト
の
低
下
を
計
る
た
め
に
特
定
年
令
を
三
五
才
或
い
は
四
0
オ
に
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
は
年
令
の
ま
だ
老
令
で
な
い
、
退
職
ま
で
期
間
の
あ
る
被
用
者
は
、
将
来
の
勤
務
で
適
当
な
年
金
額
を
取
得
で
き
る
と
の
見
地
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
⑧
の
主
な
目
的
は
そ
の
コ
ス
ト
が
つ
ね
に
雇
主
の
負
担
と
な
る
過
去
の
勤
務
の
年
金
コ
ス
ト
を
制
限
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
過
去
の
勤
務
に
対
し
て
与
う
べ
き
年
金
権
利
に
充
当
す
べ
き
負
担
金
額
に
制
限
を
お
く
こ
と
も
で
き
る
。
過
去
の
勤
務
の
う
ち
規
定
で
認
め
ら
れ
た
部
分
に
つ
い
て
は
一
般
に
そ
の
各
ご
午
の
所
得
に
対
し
特
定
の
率
を
か
け
た
も
の
だ
け
年
金
権
利
が
与
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
一
般
に
は
こ
れ
に
対
し
て
、
所
得
と
勤
務
年
数
の
考
慮
さ
れ
る
年
金
額
建
方
式
が
使
用
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
場
合
若
干
の
制
度
で
は
こ
の
勤
務
各
一
年
に
対
し
て
所
定
の
一
定
金
額
（
ド
ル
表
示
）
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
管
理
上
過
去
の
勤
務
へ
の
年
金
額
は
普
通
同
制
度
実
施
日
の
報
酬
或
い
は
こ
れ
に
先
立
つ
或
る
期
間
の
報
酬
に
甚
づ
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
過
去
の
全
勤
務
期
間
に
対
す
る
報
酬
を
甚
礎
に
し
よ
う
と
し
て
も
資
料
の
点
か
ら
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
し
も
制
度
が
最
終
平
均
型
で
あ
る
な
ら
ば
、
同
じ
報
酬
ペ
ー
ス
が
過
去
お
よ
び
将
来
の
勤
務
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
場
合
通
常
同
一
率
で
年
金
権
利
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
将
来
の
勤
務
に
全
期
間
平
均
型
が
使
用
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
過
去
の
所
得
に
、
将
来
に
対
し
て
よ
り
も
低
い
率
（
％
形
が
定
型
的
で
あ
る
）
が
適
用
さ
れ
る
。
そ
れ
は
多
く
の
被
用
者
に
対
す
る
報
酬
は
、
制
度
を
実
米
国
忠
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
口
（
川
元
）
八
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米
国
冦
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
口
（
川
元
）
⑪
所
得
に
も
勤
務
年
限
に
も
関
連
な
き
年
金
建
方
式
の
勤
務
は
将
来
の
勤
務
と
同
じ
よ
う
な
権
利
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
施
し
た
現
在
の
方
が
、
そ
の
と
き
ま
で
の
平
均
額
よ
り
も
高
い
と
い
う
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
勤
務
年
数
の
み
に
関
連
あ
る
年
金
額
建
方
式
九
こ
の
種
類
の
方
式
は
一
九
四
九
年
に
お
け
る
鋼
鉄
お
よ
び
自
動
車
工
業
に
お
こ
れ
は
退
職
年
金
制
度
全
般
を
み
た
と
き
若
干
の
制
度
で
採
用
の
方
式
で
あ
り
、
勤
務
年
数
に
関
係
な
く
報
酬
へ
の
特
定
率
の
み
の
退
職
年
金
が
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
基
礎
と
な
る
報
酬
は
普
通
退
職
直
前
の
も
の
で
あ
る
が
、
退
職
前
の
或
る
一
定
期
間
の
平
均
或
い
は
全
期
間
平
均
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
上
記
の
特
定
率
の
大
き
さ
は
種
々
で
、
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
。
同
制
度
の
顕
著
な
特
長
は
そ
の
率
が
同
一
で
あ
り
、
勤
務
の
年
月
の
経
過
と
と
も
に
変
化
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
年
金
受
給
資
格
は
例
え
ば
二
0
年
と
い
う
最
小
限
度
の
勤
務
期
間
を
条
件
と
し
て
い
る
か
ら
、
勤
務
年
数
が
全
然
無
視
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
過
去
の
勤
務
も
こ
の
要
件
の
年
数
に
算
入
さ
れ
る
権
利
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
制
度
の
理
念
は
二
0
年
（
或
い
は
そ
の
他
の
所
定
期
間
）
勤
務
し
た
被
用
者
は
よ
り
長
い
勤
続
者
と
同
じ
考
慮
を
受
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
よ
り
長
い
勤
続
者
の
所
得
は
漸
く
に
し
て
そ
の
資
格
を
得
た
人
よ
り
も
高
い
傾
向
が
あ
り
、
そ
れ
だ
け
こ
の
よ
う
な
人
々
は
年
金
額
も
多
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
方
式
は
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
。
こ
の
種
類
の
方
式
は
む
し
ろ
団
体
交
渉
型
制
度
で
普
及
さ
れ
て
来
て
い
る
。
こ
の
方
式
は
例
え
ば
最
長
三
0
年
ま
で
年
金
権
利
が
付
与
さ
れ
た
勤
務
年
数
の
各
一
年
に
対
し
て
六
五
オ
で
ニ
ー
ド
ル
が
与
え
ら
れ
る
も
の
で
、
従
っ
て
退
職
に
際
し
て
年
金
額
は
最
高
一
年
に
六
三
0
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
制
度
の
多
く
は
二
五
年
勤
務
後
の
標
準
退
職
に
対
し
最
低
年
金
額
を
規
定
し
、
社
会
保
障
制
度
の
O
A
S
I
年
金
を
含
め
一
カ
月
一
0
0ド
ル
を
支
給
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
ま
た
0
A
S
I
を
除
き
権
利
付
与
勤
務
各
一
年
に
つ
き
三
0
ド
ル
の
年
金
を
与
え
る
も
の
も
若
干
存
在
す
る
。
こ
れ
等
の
制
度
で
は
過
去
(c) ⑮
所
得
の
み
に
関
連
あ
る
年
金
額
建
方
式
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金
額
、
例
え
ば
三
五
0
0ド
ル
或
い
は
四
0
0
0ド
ル
を
超
え
た
部
分
に
つ
い
て
ほ
超
過
所
得
額
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
年
金
を
与
え
る
ま
た
前
記
⑱
の
変
種
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
同
上
型
の
年
金
額
に
、
さ
ら
に
全
期
間
平
均
所
得
或
い
は
最
終
平
均
所
得
の
或
る
一
定
額
、
例
え
ば
そ
の
二
0
％
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
基
本
算
式
で
平
均
所
得
に
掛
け
ら
れ
る
率
ほ
然
ら
ざ
れ
ば
使
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
も
の
よ
り
も
自
然
小
さ
い
率
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
方
式
は
同
上
型
の
欠
点
、
す
な
わ
ち
特
別
な
経
験
や
資
格
の
必
要
な
た
め
高
令
で
し
か
し
高
給
で
麗
用
さ
れ
た
被
用
者
に
対
し
て
は
、
加
入
期
間
が
短
期
の
た
め
不
適
当
な
年
金
額
と
な
る
欠
点
を
d“
 
補
う
た
め
に
、
E.S.
C
h
u
r
c
h
i
l
l
に
よ
り
考
慮
さ
れ
た
も
の
で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
方
式
と
い
わ
れ
て
い
る
。
最
低
年
金
額
お
よ
び
最
高
年
金
額
最
低
年
金
額
最
近
年
金
制
度
に
最
低
年
金
額
を
盛
り
込
む
傾
向
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
団
体
交
渉
型
の
均
一
年
金
額
と
同
様
の
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
採
用
し
て
い
る
規
定
の
分
類
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
近
い
。
し
か
し
分
類
の
基
準
を
、
ド
ル
表
示
の
最
低
も
の
が
あ
る
。
＠
そ
の
他
ほ
実
働
時
間
の
数
に
よ
っ
て
計
ら
れ
て
い
る
。
金
月
額
一
0
0ド
ル
を
与
え
ら
れ
る
が
、
け
る
団
体
交
渉
か
ら
生
じ
た
も
の
で
、
そ
れ
以
来
多
く
の
団
体
交
渉
型
制
度
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
勤
務
年
数
二
五
年
或
い
は
三
0
年
の
退
職
者
は
O
A
S
I
を
含
み
、
均
一
年
金
額
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
種
類
の
基
礎
的
方
式
で
は
勤
務
二
五
年
の
後
年
―
二
五
ド
ル
の
も
の
も
少
数
存
在
し
て
い
る
。
被
用
者
が
年
金
に
考
慮
さ
れ
る
勤
務
の
最
低
期
間
は
典
型
的
な
も
の
は
一
0
年
或
い
は
一
五
年
（
後
者
は
よ
り
一
般
的
）
で
あ
る
が
、
こ
の
最
低
勤
務
年
数
に
充
た
な
い
と
き
に
は
何
の
年
金
も
支
給
さ
れ
な
い
。
年
金
付
与
勤
務
に
つ
い
て
は
注
意
深
く
定
義
さ
れ
、
労
働
者
が
た
だ
副
業
的
に
雇
わ
れ
た
湯
合
の
期
間
⑪
方
式
の
変
種
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
最
低
年
金
額
と
し
て
均
一
年
金
額
を
支
給
す
る
と
と
も
に
、
所
得
の
う
ち
所
定
米
国
冠
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
口
（
川
元
）
1
0
 
“35 
4
 
米
国
私
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
口
（
川
元
）
の
傾
向
は
他
の
調
査
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
(integration) 
ほ
と
ん
ど
例
外
な
し
に
私
営
退
職
年
金
制
度
は
連
邦
老
令
年
金
額
が
O
A
S
I
基
本
年
金
額
を
含
む
か
否
か
に
お
く
と
き
大
き
く
二
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
O
A
S
I
を
最
低
金
額
に
含
め
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
最
も
し
ば
し
ば
行
わ
れ
る
規
定
で
は
O
A
S
I
を
含
み
、
二
五
年
勤
務
後
に
一
年
に
つ
き
最
低
一
二
0
0ド
ル
の
金
額
を
約
束
し
、
こ
れ
よ
り
短
い
勤
務
年
数
に
対
し
て
ほ
減
額
し
て
い
る
。
O
A
S
I
を
含
み
一
年
一
五
0
0ド
ル
の
年
金
を
保
証
し
て
い
る
制
度
も
あ
る
。
O
A
S
I
を
除
外
す
る
制
度
の
最
低
金
額
は
一
年
二
0
0ド
ル
か
ら
八
0
0ド
ル
に
及
ん
で
い
る
。
な
お
過
去
の
勤
務
に
つ
い
て
年
金
を
与
え
て
い
な
い
制
度
で
は
、
退
職
に
際
し
て
普
通
最
低
金
額
を
保
証
し
て
い
る
。
団
体
交
渉
型
制
度
の
均
一
年
金
額
は
性
質
上
一
面
最
低
年
金
額
で
あ
り
、
ま
た
一
面
最
高
年
金
額
で
も
あ
る
。
ま
た
多
く
の
慣
習
型
制
度
に
も
年
金
額
は
最
高
金
額
の
限
度
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
最
高
金
額
は
直
接
に
ド
ル
表
示
の
年
金
額
の
形
を
と
る
こ
と
も
あ
り
、
或
い
は
年
金
算
式
に
用
い
ら
れ
る
報
酬
額
へ
の
制
限
と
し
て
の
形
を
と
る
こ
と
も
あ
る
。
ド
ル
表
示
年
金
額
の
制
限
は
普
通
頗
る
寛
大
で
あ
っ
て
、
四
0
0
0
0ド
ル
と
い
う
高
額
の
も
の
も
若
干
存
在
す
る
が
、
最
も
普
通
の
最
高
金
額
は
一
0
0
0
0
ド
ル
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
一
年
三
0
0ド
ル
と
い
う
低
い
最
高
金
額
も
僅
か
な
が
ら
存
在
す
る
。
報
酬
面
で
行
わ
れ
る
制
限
で
は
そ
の
算
式
で
得
ら
れ
る
年
金
額
は
ド
ル
表
示
年
金
額
ほ
ど
寛
大
に
な
ら
な
い
傾
向
が
あ
る
。
連
邦
保
障
庁
に
よ
る
研
究
に
よ
れ
ば
年
金
制
度
三
四
六
の
報
酬
の
中
位
数
で
は
一
0
0
0
0ド
ル
で
、
最
高
は
三
0
0
0
0ド
ル
で
あ
る
。
こ
上
記
の
最
高
年
金
額
を
寛
大
に
し
或
い
は
こ
れ
を
全
く
取
除
く
傾
向
の
あ
る
こ
と
は
重
要
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
連
邦
老
令
遺
族
年
金
制
度
(
O
A
S
I
)
と
の
総
合
遺
族
年
金
制
度
と
相
と
も
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
雇
主
が
そ
の
制
度
の
加
入
範
囲
お
よ
び
年
金
額
を
連
邦
制
度
の
も
の
と
総
合
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
が
、
そ
れ
は
年
金
額
、
従
っ
て
負
担
金
の
あ
ま
り
増
加
す
る
の
を
雇
主
が
避
け
よ
う
と
し
て
で
あ
り
、
ま
た
⑮
最
高
年
金
額
436 
あ
ら
ゆ
る
賃
金
俸
給
階
層
を
公
平
に
取
扱
お
う
と
し
て
で
あ
る
。
公
平
に
取
扱
う
こ
と
は
法
令
上
か
ら
も
迫
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
退
職
年
金
制
度
が
一
九
五
四
年
の
国
内
歳
入
法
第
四
0
一
条
下
に
所
得
税
の
上
で
恩
典
を
受
け
る
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、
役
員
・
株
主
・
監
督
者
・
高
給
被
用
者
を
差
別
的
に
優
遇
す
る
こ
と
が
禁
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
財
務
省
の
指
令
に
従
え
ば
私
営
退
職
年
金
制
度
は
社
会
保
障
の
O
A
S
I
年
金
と
総
合
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
総
合
と
は
簡
単
に
い
え
ば
、
あ
る
制
度
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
高
給
被
用
者
の
退
職
年
金
に
O
A
S
I
年
金
を
加
え
た
金
額
の
俸
給
へ
の
割
合
が
、
如
何
な
る
よ
り
低
俸
給
被
用
者
に
対
す
る
そ
れ
よ
り
も
、
大
き
い
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
総
合
に
関
し
て
財
務
省
が
詳
細
な
諸
要
件
を
度
の
実
施
に
際
し
て
は
こ
の
財
務
省
の
指
令
に
調
和
す
る
よ
う
に
設
計
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
営
退
職
年
金
制
度
と
O
A
S
I
年
金
制
度
と
を
総
合
す
る
に
は
次
の
三
方
法
が
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
。
O
A
S
I
年
金
額
の
控
除
で
あ
る
。
退
職
年
金
制
総
合
の
最
も
筒
単
な
方
法
は
退
職
に
際
し
て
若
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
私
営
退
職
年
金
制
度
下
に
支
給
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
年
金
額
か
ら
、
連
邦
制
度
で
支
給
さ
れ
る
年
金
額
を
除
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
財
務
省
の
規
定
で
は
「
差
引
方
式
」
（
O
序
s
e
t
P
l
a
n
)
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
。
同
方
法
は
多
数
の
団
体
交
渉
型
制
度
や
か
な
り
多
数
の
慣
習
型
制
度
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
個
別
保
険
年
金
契
約
団
体
取
扱
お
よ
び
据
置
団
体
年
金
で
は
実
行
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
反
面
退
職
ま
で
基
金
を
個
々
の
被
用
者
に
割
当
て
な
い
非
被
保
険
式
制
度
お
よ
び
団
体
年
金
の
或
る
種
類
で
は
利
用
し
得
る
方
法
で
あ
る
が
、
醸
出
制
殊
に
そ
の
負
担
金
建
方
式
で
は
実
行
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
O
A
S
I
甚
本
年
金
を
私
営
制
度
の
基
本
年
金
か
ら
差
引
か
な
い
多
数
制
度
で
は
、
お
そ
ら
く
私
営
制
度
で
保
証
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
最
低
年
金
額
の
一
部
と
し
て
こ
れ
を
考
え
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
財
務
省
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
O
A
S
I
で
支
給
の
補
足
的
年
金
お
よ
び
遺
族
年
金
を
考
慮
し
て
、
退
職
前
お
よ
び
退
職
後
の
死
亡
に
(a) 規
定
し
た
法
令
が
、
一
九
五
一
年
の
M
i
m
e
o
g
r
a
p
h
6
6
4
1
 
(
M
i
m
e
o
g
r
a
p
h
 5
5
3
9
,
 
1
9
4
3
の
改
正
法
）
米
国
私
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
口
（
川
元
）
437 
米
国
私
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
口
(JI
元）
は
何
等
給
付
を
与
え
な
い
無
酸
出
制
で
は
、
職
後
に
死
亡
給
付
を
与
え
る
制
度
に
は
よ
り
小
額
の
控
除
が
許
さ
れ
て
い
る
。
実
際
上
は
最
高
限
の
控
除
は
あ
ま
り
適
用
さ
れ
ず
、
多
数
制
度
で
は
多
く
と
も
O
A
S
I
基
本
年
金
の
一
0
0
~
を
差
引
い
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
差
引
方
式
は
若
干
の
制
度
、
殊
に
均
一
金
額
を
支
給
す
る
制
度
で
実
際
上
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
多
数
年
金
専
門
家
に
批
判
さ
れ
て
来
た
。
私
営
退
職
年
金
を
よ
り
低
額
と
し
、
S
 I
年
金
の
半
分
は
被
用
者
自
ら
の
保
険
料
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
考
慮
す
べ
し
と
批
判
す
る
も
の
も
あ
る
。
な
る
所
得
の
中
で
、
方
式
」
(
E
x
c
e
s
s
P
l
a
n
)
 
O
A
S
I
甚
本
年
金
の
一
三
0
形
を
控
除
す
る
こ
と
を
許
し
て
い
る
。
退
職
前
或
い
は
退
O
A
S
I
年
金
を
そ
れ
に
付
加
す
る
方
法
の
方
が
よ
い
と
い
う
も
の
も
あ
り
、
ま
た
O
A
総
合
の
他
の
一
方
法
は
、
も
し
も
こ
の
方
法
を
採
ら
な
け
れ
ば
私
営
退
職
年
金
制
度
の
年
金
計
算
の
基
礎
に
O
A
S
I
の
そ
れ
と
重
複
す
る
で
あ
ろ
う
所
得
の
部
分
を
除
外
す
る
こ
と
で
あ
る
。
社
会
保
障
法
の
一
九
五
0
年
の
改
正
以
来
こ
の
部
分
は
所
得
の
最
初
の
三
六
0
0ド
ル
（
一
九
五
六
年
四
二
0
0ド
ル
に
改
正
）
を
意
味
す
る
。
同
方
法
は
「
超
過
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
。
同
方
式
で
所
得
が
三
六
0
0ド
ル
を
超
え
る
被
用
者
へ
の
年
金
額
は
、
三
六
0
0
ド
ル
以
下
の
所
得
の
被
用
者
が
O
A
S
I
で
受
け
る
年
金
額
よ
り
も
比
例
的
に
み
て
多
く
な
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
。
財
務
省
の
法
令
に
よ
れ
ば
、
そ
の
総
合
に
関
す
る
諸
規
則
の
底
に
横
た
わ
る
も
の
は
O
A
S
I
で
受
け
る
年
金
の
評
価
で
あ
る
。
法
令
で
は
O
A
S
I
の
全
年
金
額
と
し
て
月
―
二
0
ド
ル
、
す
な
わ
ち
平
均
賃
金
月
額
の
四
0
％
が
六
五
オ
か
ら
支
給
さ
れ
、
ま
た
年
金
受
給
者
が
自
ら
払
っ
た
最
低
の
保
険
料
は
平
均
賃
金
月
額
の
ニ
・
五
％
と
仮
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
勤
務
年
限
一
五
年
以
上
・
標
準
退
職
年
令
男
子
六
五
才
女
子
六
0
オ
を
条
件
と
す
る
無
醜
出
制
純
粋
終
身
年
金
を
基
準
と
し
て
、
所
得
の
う
ち
三
六
0
0ド
ル
超
過
分
に
対
す
る
年
金
額
の
割
合
が
三
七
•
五
彩
ま
た
は
三
三
％
％
（
場
合
に
よ
り
相
異
）
以
内
で
あ
れ
ば
、
超
過
式
に
よ
る
制
度
が
総
合
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
た
。
な
お
他
の
種
々
な
る
年
金
支
給
形
態
で
は
、
同
上
率
を
基
準
と
し
て
同
上
率
に
所
定
の
率
（
支
給
形
態
で
異
な
⑮
所
得
一
部
の
除
外
438 
(
4
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(
5
)
 
(
3
)
 
(
1
)
 
(
2
)
 
D
.
M
.
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34~48
を
主
と
し
て
資
料
と
し
た
。
B
l
a
c
k
は
「
心
よ
く
退
職
さ
せ
る
た
め
に
は
退
職
前
五
l
-
0
年
間
平
均
給
料
の
四
O~五
0
％
が
一
般
に
必
要
と
考
え
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
(K.
Black"ibid., p. 6
5
)
 
こ
の
数
字
の
計
算
の
基
礎
に
は
生
命
表
と
し
て
1
9
3
7
S
t
a
n
d
a
r
d
 A
n
n
u
i
t
y
 T
a
b
l
e
が
、
予
定
利
率
と
し
て
ニ
・
五
％
が
、
ま
た
付
加
率
と
し
て
総
保
険
料
の
八
彩
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
(
D
.
M
.
M
c
G
i
l
l
"
i
b
i
d
.
,
 p. 3
5
)
 
K. Black"ibid••p. 
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B
l
a
c
kほ
こ
の
給
料
に
対
す
る
割
合
は
普
通
―
•
五
し
1
1％
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
が
、
同
氏
は
主
と
し
て
団
体
年
金
を
取
扱
っ
て
い
る
の
で
、
注
述
の
超
過
方
式
と
し
て
取
扱
う
こ
と
が
で
き
、
す
べ
て
そ
の
規
定
に
従
う
。
す
る
）
を
、
―
つ
は
特
定
水
準
超
過
の
報
酬
に
対
し
よ
り
高
率
の
そ
れ
を
与
え
る
方
法
で
あ
る
。
基
本
的
部
分
で
あ
る
前
者
は
総
合
に
つ
い
て
問
題
を
引
起
さ
な
い
。
そ
れ
は
同
一
支
給
形
態
で
均
一
年
金
率
を
あ
ら
ゆ
る
報
酬
に
対
し
て
与
え
る
か
ら
で
あ
る
。
後
者
は
前
こ
の
方
式
は
二
つ
の
部
分
か
ら
で
き
て
い
る
。
年
金
算
式
の
段
階
的
調
整
こ
の
方
法
は
被
用
者
全
員
に
0
A
S
I
年
金
を
補
う
と
同
時
に
同
年
金
算
式
が
低
所
得
被
用
者
に
有
利
に
偏
よ
っ
て
い
る
の
を
除
こ
う
と
す
る
と
き
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
方
法
は
法
令
で
は
「
段
階
式
給
付
方
式
」
（
S
t
e
p
p
e
d
-
u
p
B
e
n
e
f
i
t
s
 
P
l
a
n
)
と
称
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
方
式
は
例
え
ば
過
去
の
勤
務
の
各
年
に
対
し
て
年
報
酬
の
最
初
の
三
六0
0
ド
ル
の
0
•
五
彩
に
、
こ
れ
を
超
過
す
る
金
額
の
一
•
五
形
を
加
え
た
金
額
を
退
職
年
金
と
し
て
与
え
、
ま
た
将
来
の
勤
務
に
対
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
0
•
五
彩
に
二
彩
を
加
え
た
年
金
を
与
え
る
制
度
で
あ
る
。
(c) 
―
つ
は
あ
ら
ゆ
る
報
酬
に
対
し
て
低
率
の
年
金
（
こ
れ
は
低
雇
主
保
険
料
率
を
意
味
る
）
を
か
け
た
数
字
以
内
で
あ
れ
ば
、
総
合
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
た
。
米
国
冠
営
退
職
年
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命
保
険
会
社
と
の
契
約
に
よ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
(
1
1
)
 
(12) 
(13) 
(
1
4
)
 
K. Black: 
ibid., 
p. 
7
0
 
日
本
生
産
性
本
部
、
同
上
書
、
五
二
七
頁
本
稿
「
は
し
が
き
」
参
照
M
i
m
e
o
g
r
a
p
h
 
6
6
4
1
は
一
九
五
0
年
の
社
会
保
障
法
改
正
に
基
つ
い
た
も
の
で
、
の
で
は
な
い
。
し
か
し
資
料
の
関
係
上
前
者
に
よ
っ
て
説
明
し
た
。
ー
年
金
支
給
の
形
態
退
職
年
金
が
退
職
被
用
者
の
生
存
中
支
給
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
ど
ん
な
年
金
制
度
で
も
存
在
す
る
規
定
で
あ
る
。
こ
の
約
束
が
生
四
一
五
一
生
の
所
得
が
或
る
種
の
年
金
の
形
で
与
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
制
度
が
一
九
五
二
年
お
よ
び
一
九
五
六
年
の
改
正
に
よ
っ
た
も
こ
の
よ
う
な
差
異
が
出
て
来
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
(K.
Black"ibid., p. 
6) 
(
6
)
日
本
生
産
性
本
部
、
同
上
書
、
五
二
七
頁
(
7
)
D
.
M
.
 McGill, ed.: 
Pensions, P
r
o
b
r
e
m
s
 a
n
d
 T
r
e
n
d
s
,
 p. 1
4
1
 
(
8
)
日
本
生
産
性
本
部
、
同
上
書
、
五
二
七
頁
(
9
)
D
.
M
.
 McGill, ed.＂
ibid., 
p. 
143 
(10)
継
続
的
勤
務
の
中
絶
と
し
て
計
算
か
ら
除
外
さ
れ
る
主
な
事
項
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
み
ら
れ
る
。
い
正
当
な
理
由
で
辞
職
し
或
い
は
解
雇
さ
れ
た
と
き
。
回
会
社
に
無
断
で
賃
金
計
算
期
間
全
部
を
欠
勤
し
た
と
き
。
り
賜
暇
の
終
期
に
勤
務
す
べ
き
旨
の
報
告
を
な
す
こ
と
を
怠
っ
た
と
き
。
呂
業
務
上
の
傷
害
に
よ
り
規
定
の
期
間
を
超
え
て
欠
勤
し
、
ま
た
は
廃
疾
に
よ
っ
て
二
年
を
超
え
て
欠
勤
し
た
と
き
。
悧
一
時
解
雇
に
よ
り
二
年
を
超
え
て
欠
勤
す
る
と
き
。
（
日
本
生
産
性
本
部
、
同
上
書
、
五
二
九
頁
）
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（イ） (b） ⑱
純
粋
終
身
年
金
(straight
life 
a
n
n
u
i
t
y
)
 
通
常
こ
の
種
類
は
単
生
終
身
年
金
で
、
そ
の
純
粋
の
形
の
も
の
は
年
金
受
取
人
の
生
存
す
る
間
、
年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
を
共
通
の
性
質
と
す
る
。
A の
原
則
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
自
家
年
金
で
信
託
会
社
に
よ
り
取
扱
わ
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
年
金
は
お
そ
ら
く
被
用
者
の
退
職
時
に
、
保
険
会
社
か
ら
購
入
さ
れ
て
保
険
会
社
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
或
い
は
直
接
に
信
託
会
社
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
支
給
形
態
の
分
類
年
金
制
度
の
年
金
額
お
よ
び
そ
の
コ
ス
ト
は
或
る
特
定
の
年
金
支
給
形
態
が
採
用
さ
れ
る
も
の
と
の
仮
定
に
基
づ
き
計
算
さ
れ
る
。
そ
し
て
数
種
の
支
給
形
態
が
年
金
に
利
用
で
き
る
。
大
別
す
れ
ば
単
生
終
身
年
金
と
連
生
年
金
と
が
あ
り
、
ま
た
こ
の
各
々
に
対
し
無
返
還
形
態
と
返
還
金
付
形
態
と
が
あ
る
。
な
お
自
家
年
金
制
度
下
の
年
金
も
被
保
険
式
制
度
と
本
質
的
に
は
同
様
の
形
態
で
支
給
さ
れ
る
。
年
金
が
保
険
会
社
か
ら
購
入
さ
れ
な
い
と
し
て
も
同
制
度
の
規
定
に
あ
る
年
金
額
は
同
一
の
保
険
計
理
上
単
生
終
身
年
金
そ
の
名
称
の
示
す
よ
う
に
単
生
終
身
年
金
は
た
だ
一
人
の
生
命
に
関
係
の
あ
る
年
金
で
あ
っ
て
、
退
職
被
用
者
が
生
存
す
る
限
り
続
き
そ
の
死
亡
と
と
も
に
終
る
年
金
で
あ
り
、
普
通
月
払
の
所
得
の
形
で
支
給
さ
れ
る
。
何
の
返
還
金
も
無
い
の
で
、
単
生
終
身
年
金
の
う
ち
で
掛
金
、
す
な
わ
ち
保
険
料
一
ド
ル
当
り
月
所
得
は
最
も
大
き
い
。
無
醸
出
制
度
で
は
純
粋
終
身
年
金
が
最
も
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
次
項
切
の
使
用
が
異
例
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
返
還
金
付
単
生
終
身
年
金
保
証
期
間
付
終
身
年
金
返
還
金
付
単
生
終
身
年
金
の
種
類
と
は
、
年
金
購
入
価
格
の
一
部
或
い
は
全
部
を
或
る
方
法
の
下
に
返
還
す
る
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
年
金
月
額
の
一
定
数
を
年
金
受
取
人
の
生
死
に
か
か
わ
ら
ず
支
給
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
受
取
人
が
或
る
保
証
期
間
を
超
え
て
生
存
し
て
も
も
ち
ろ
ん
支
給
が
続
く
。
こ
の
種
の
年
金
は
保
証
期
ー
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⑱
連
生
終
身
年
金
(joint
life annuity) 
B
連
生
年
金
呂
現
金
返
還
付
年
金
年
金
受
給
者
の
死
亡
に
際
し
て
受
給
者
の
遺
産
或
い
ほ
指
定
年
金
受
取
人
に
年
金
購
入
価
格
と
既
払
年
金
月
額
合
計
額
と
の
差
額
（
も
し
あ
る
場
合
）
を
一
括
し
て
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
種
類
が
あ
る
。
こ
れ
は
現
金
返
還
付
年
金
或
い
は
全
額
現
金
返
還
付
年
金
(cash
r
e
f
u
n
d
 annuity; 
full 
c
a
s
h
 r
e
f
u
n
d
 annuity)
と
称
さ
れ
て
い
る
。
回
お
よ
び
り
の
種
類
④
 
は
単
生
年
金
の
種
類
の
う
ち
で
最
も
高
価
な
も
の
で
、
特
に
現
金
返
還
付
年
金
は
幾
分
利
息
を
喪
失
す
る
の
で
よ
り
高
価
で
あ
る
。
修
正
現
金
返
還
付
年
金
(modified
c
a
s
h
 r
e
f
u
n
d
 annuity)
こ
の
年
金
は
も
し
も
被
用
者
が
死
亡
の
時
ま
で
に
支
給
の
年
金
額
が
利
息
付
或
い
は
無
利
息
の
被
用
者
醸
出
負
担
金
の
蓄
積
額
（
団
体
年
金
で
は
退
職
直
前
の
死
亡
給
付
額
）
に
達
し
な
い
と
き
に
は
、
醸
出
金
額
と
支
払
年
金
額
と
の
差
額
が
遺
産
ま
た
ほ
指
定
受
取
人
に
一
括
し
て
返
還
さ
れ
る
も
の
で
、
醸
出
制
で
普
通
採
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
り ら
れ
て
い
る
。
（口） 間
付
終
身
年
金
(life
a
n
n
u
i
t
y
 
certain 
a
n
d
 continuous) 
1
七
ニ
四
0
の
保
証
月
額
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
年
金
コ
ス
ト
は
保
証
月
額
の
数
の
増
加
と
と
も
に
高
く
な
る
。
な
討
醸
出
制
団
体
②
 
年
金
で
は
保
証
期
間
付
が
最
も
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
、
他
の
醸
出
制
で
も
五
年
或
い
は
一
0
年
の
保
証
期
間
付
が
若
干
見
ら
れ
る
。
返
還
金
付
年
金
の
中
に
は
、
も
し
も
退
職
被
用
者
が
年
金
の
購
入
価
格
と
同
額
に
な
る
る
よ
う
購
入
価
格
分
割
払
保
証
付
年
金
③
 
な
年
金
月
額
の
数
を
受
取
る
前
に
死
亡
す
な
ら
ば
、
そ
の
全
購
入
価
格
が
回
収
さ
れ
る
ま
で
指
定
年
金
受
取
人
に
年
金
の
支
給
が
続
け
ら
れ
る
約
束
の
も
の
も
あ
る
。
こ
の
種
類
の
年
金
は
購
入
価
格
分
割
払
保
証
付
年
金
(instalment
r
e
f
u
n
d
 annuity)
と
し
て
知
こ
れ
は
二
人
以
上
の
生
命
に
基
づ
く
も
の
で
、
契
約
に
指
定
の
年
金
受
取
人
（
二
人
と
称
せ
ら
れ
る
。
年
金
受
取
人
は
六
O
·
―
二
0
•
一
八
O
·
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準
的
形
態
と
し
て
は
稀
に
用
い
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
以
上
）
が
と
も
に
生
存
し
て
い
る
限
り
或
る
一
定
金
額
を
与
え
、
最
初
の
年
金
受
取
人
の
死
亡
の
と
き
こ
れ
を
中
止
す
る
形
の
も
の
で
あ
る
。
理
論
的
に
は
こ
の
種
の
年
金
も
返
還
付
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
を
実
施
す
る
制
度
は
な
い
。
連
生
終
身
年
金
の
適
用
性
は
限
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
次
の
連
生
最
終
生
残
者
年
金
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
連
生
生
残
者
年
金
（
正
確
に
は
連
生
最
終
生
残
者
年
金
）
（
joint
a
n
d
 last 
survivor annuity) 
上
の
う
ち
一
人
が
生
存
し
て
い
る
限
り
一
定
金
額
が
支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
連
生
年
金
の
う
ち
で
こ
の
種
類
は
最
も
コ
ス
ト
が
高
い
。
こ
の
種
類
の
契
約
は
夫
お
よ
び
妻
に
対
し
て
老
令
所
得
を
与
え
る
の
に
理
想
的
で
あ
る
。
正
規
の
連
生
生
残
者
年
金
は
ひ
ど
く
退
職
年
金
額
を
減
少
す
る
の
で
多
数
の
制
度
で
生
残
者
に
よ
り
小
額
（
例
え
ば
最
初
の
半
分
）
の
年
金
を
与
え
る
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
た
最
初
の
受
取
人
が
死
亡
し
た
と
き
従
来
の
所
得
を
必
要
と
し
な
い
た
め
で
も
あ
る
。
し
か
し
多
く
の
制
度
で
団
体
年
金
を
含
み
、
退
職
被
用
者
が
死
亡
の
と
き
だ
け
所
得
が
減
ず
る
こ
と
に
定
め
て
い
る
。
団
体
年
金
を
み
る
に
こ
の
形
態
は
、
年
金
支
給
の
標
支
給
形
態
へ
の
選
択
権
年
金
制
度
に
は
特
定
の
標
準
的
支
給
形
態
の
年
金
が
規
定
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
通
常
被
用
者
は
退
職
に
際
し
て
違
っ
た
形
態
の
支
給
方
法
を
選
ぶ
権
利
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
別
に
保
険
料
が
付
加
さ
れ
は
し
な
い
。
ま
た
選
択
的
形
態
下
に
支
払
わ
る
べ
き
年
金
の
価
値
は
、
保
険
計
理
的
に
標
準
的
形
態
で
支
給
さ
る
べ
き
年
金
の
価
値
に
等
し
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
選
択
を
す
る
に
は
、
少
な
く
と
も
団
体
年
金
で
は
健
康
の
証
明
が
必
要
で
あ
る
。
も
っ
と
も
退
職
の
或
る
一
定
期
間
通
常
五
年
前
に
選
択
が
行
わ
れ
て
い
る
な
ら
ば
別
で
あ
る
。
こ
の
選
択
を
広
い
範
囲
で
許
す
制
度
も
若
干
あ
る
が
、
か
な
り
制
限
す
る
も
の
も
あ
る
。
従
来
に
お
い
て
既
述
の
年
金
支
給
形
態
の
ど
れ
も
が
選
択
を
許
さ
れ
た
。
し
か
し
最
も
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
た
種
類
は
連
生
生
残
者
年
金
選
択
権
と
社
会
保
障
調
整
選
択
権
に
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
許
さ
れ
て
い
る
融
通
性
は
個
々
の
場
(b） 
米
国
忠
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
口
（
川
元
）
一
八
こ
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種
類
は
二
人
以
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第 4表
米
国
私
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
口
（
川
元
）
男子椋準的退職年金額に対する
連生生残者選択権で支給の年金
額の割合（標・退・年令65オ）
生残受取人
年令
標準退戦年令65オにて支
給の年金額の割合
男子 女子
5
0
5
5
6
0
6
5
7
0
 
％
 5
7
9
0
5
 
74
⑱
82
辟
⑳
彩
A
5
7
9
0
 
7
0
7
4
⑱
認
辟
(b) 
Black, K. : ibid., p. 74 
合
に
よ
っ
て
違
う
。
連
生
生
残
者
年
金
選
択
権
一
九
早
期
退
職
の
場
合
に
利
用
し
得
る
選
択
権
は
所
謂
「
社
年
令
別
に
示
し
た
抜
幸
表
で
あ
る
。
こ
の
選
択
権
が
広
く
採
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
被
用
者
が
年
金
の
保
護
を
妻
に
延
長
す
る
こ
と
を
望
む
か
も
知
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
次
の
説
明
の
標
準
的
支
給
形
態
の
年
金
は
単
生
純
粋
終
身
年
金
で
あ
る
。
い
ま
被
用
者
が
夫
で
妻
だ
け
を
生
残
受
取
人
と
し
た
連
生
生
残
年
金
（
妻
も
夫
と
同
一
年
金
額
を
支
給
さ
れ
る
も
の
と
仮
定
）
を
考
え
て
み
る
の
に
、
妻
が
先
に
死
亡
し
た
場
合
に
は
こ
の
種
類
を
選
ば
な
い
と
き
と
別
に
変
ら
な
い
が
、
夫
が
先
に
死
亡
し
た
と
き
そ
の
配
偶
者
で
あ
る
妻
は
、
終
身
間
夫
と
同
一
金
額
の
年
金
を
与
え
ら
れ
る
。
こ
の
後
者
の
支
給
部
分
の
た
め
単
生
終
身
年
金
の
場
合
と
比
較
し
て
も
ち
ろ
ん
コ
ス
ト
が
別
に
必
要
と
な
っ
て
来
る
。
こ
の
場
合
、
標
準
的
支
給
形
態
と
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
単
生
終
身
年
金
の
価
値
（
或
い
は
コ
ス
ト
）
は
連
生
生
残
者
年
金
の
そ
れ
と
保
険
計
理
上
相
等
し
く
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
上
記
の
必
要
コ
ス
ト
は
単
生
終
身
年
金
の
場
合
の
年
金
額
を
減
少
し
て
賄
わ
れ
る
。
第
4
表
は
上
述
の
よ
う
な
仮
定
の
下
で
、
単
生
終
身
年
金
額
の
標
準
的
退
職
年
金
額
に
対
す
る
連
生
生
残
者
年
金
額
の
割
合
を
、
被
用
者
が
六
五
オ
の
時
の
生
残
受
取
人
の
も
し
も
被
用
者
が
さ
ほ
ど
長
命
し
そ
う
も
な
い
健
康
不
良
の
状
態
に
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
選
択
権
に
よ
る
給
付
は
彼
に
頗
る
価
値
あ
る
も
の
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
極
く
稀
に
、
被
用
者
が
標
準
退
職
年
令
を
超
え
て
働
き
退
職
前
に
死
亡
す
る
場
合
に
対
し
て
も
、
連
生
生
残
者
年
金
の
選
択
に
つ
い
て
規
定
し
た
制
度
が
見
ら
れ
た
。
社
会
保
障
調
整
選
択
権
4ム“
普
通
採
用
の
若
干
の
年
金
種
類
に
お
け
る
退
職
年
令
別
年
金
月
額
を
第
5
表
と
し
て
示
し
た
。
各
場
合
の
同
上
年
金
月
額
は
蓄
積
額
各
一
0
0
0ド
ル
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
金
額
で
あ
る
。
（
注
③
参
照
）
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支
給
諸
形
態
に
お
け
る
年
金
額
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表
普通採用の年金支給諸形態における年令別年金月額
（対蓄積額 1000ドル 男子被用者）＊
退
年
職
令
5
5
6
0
6
5
6
6
6
7
6
8
6
9
7
0
 
終
証
無
9
1
6
6
6
3
8
7
1
1
3
7
6
5
.
9
5
．
．
．
．
．
 
4
5
6
6
7
7
7
7
 
間
保
期
＄
年
間
証
8
6
5
6
4
4
6
5
8
6
0
8
3
2
5
6
．
．
．
．
．
．
 
4
5
6
6
6
7
7
7
 
年
身
5
保
＄
7
1
2
8
9
4
0
8
2
2
3
6
5
0
.
6
5
 
間
証
年
．
．
．
．
．
．
 
4
5
5
6
6
6
6
6
 
＄
 
10
保
金
0
2
3
8
7
9
8
8
9
7
0
6
1
6
2
6
 
現
逮
金
． 
額
返
年
・
・
全
金
付
4
4
4
4
4
5
5
5
＄
 
生
者
④
残
金
5
3
9
0
3
7
4
8
5
9
7
2
8
5
0
0
連
生
年
3
3
4
4
4
4
4
5
＄
 
保険料率基礎： 1937年標準年金表 利息 2½彩
付加保険料は総保険料の 8彩
連生生残者年金の生残受取人の年令は各場合とも被用者よ
りも 5オ年少と仮定する。
McGill, D.M.: ibid., p. 57 
＊
 
④ 
米
国
私
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
口
（
川
元
）
だ
含
ま
れ
て
い
る
。
な
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
既
契
約
の
大
多
数
の
も
の
に
は
ま
に
よ
っ
て
社
会
保
障
調
整
選
択
権
を
利
用
す
る
者
が
少
な
く
は
六
0
オ
を
使
用
し
な
く
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
な
お
団
体
年
金
の
場
合
で
、
普
通
女
子
の
標
準
退
職
年
令
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
る
。
こ
れ
等
の
年
金
額
に
は
計
算
に
便
利
な
よ
う
に
一
覧
表
標
準
退
職
年
金
と
O
A
S
I
基
本
年
金
か
ら
成
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の
六
五
才
以
後
の
年
金
と
は
減
額
さ
れ
た
ど
も
こ
の
権
利
の
行
使
に
よ
っ
て
、
退
職
の
全
期
間
を
通
じ
職
年
金
の
年
金
額
の
一
部
を
定
期
年
金
に
振
替
え
る
の
で
あ
ま
で
六
五
才
以
後
と
同
額
の
年
金
を
与
え
る
よ
う
に
標
準
退
て
平
準
の
年
金
額
を
与
え
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
で
六
五
オ
O
A
S
I
退
職
年
金
は
六
五
オ
ま
で
は
利
用
し
得
な
い
け
れ
会
保
障
調
整
選
択
権
」
で
あ
る
。
こ
の
選
択
権
の
目
的
は
、
二
〇
“5 
(
4
)
 
(
3
)
 
(
2
)
 
注(1
)
 
米
国
底
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
口
（
川
元
）
D
.
M
.
 McGill: 
ibid., p
p
.
 5
3
~
6
 
K. Black: 
ibid.; p
p
.
 7
2
~
5
 
早
期
退
職
可
能
期
間
に
お
け
る
死
亡
に
対
し
て
も
若
千
の
制
度
で
、
被
用
者
の
被
扶
養
者
の
保
護
の
た
め
に
、
標
準
退
職
年
金
と
し
て
六
〇
或
い
は
―
二
0
の
年
金
月
額
を
保
証
し
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
被
用
者
が
五
五
オ
と
六
五
オ
と
の
間
、
す
な
わ
ち
早
期
退
職
が
許
さ
れ
て
い
る
期
間
（
但
し
実
際
上
退
職
す
る
前
）
に
お
け
る
死
亡
日
に
退
職
し
た
も
の
と
し
、
し
か
も
年
金
支
給
を
五
年
或
い
は
一
0
年
間
保
証
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
規
定
は
年
金
制
度
に
お
い
て
寡
婦
年
金
へ
の
関
心
が
増
加
し
て
来
た
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。(D
.
M
.
 McGill"ibid., 
p.56) 
「
年
金
の
購
入
価
格
と
同
額
に
な
る
よ
う
な
年
金
月
額
の
数
」
の
金
額
は
、
年
金
月
額
を
受
取
っ
た
数
だ
け
利
息
を
考
え
ず
に
、
合
計
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
現
金
返
遠
付
年
金
と
は
前
項
の
購
入
価
格
分
割
払
保
証
付
年
金
の
特
殊
な
湯
合
で
あ
っ
て
、
年
金
受
給
被
用
者
の
死
亡
に
際
し
て
残
存
確
定
期
間
の
年
金
を
一
括
払
い
す
る
も
の
で
あ
る
。
